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兵庫アルコール、薬物、ギャンブル

依存症リハビリテーションセンター  

 

 

阪神ダルク ニューズレター  

Vol.６（２０２４年１２月発行） 

  

Vol.1 / 2023.9 

阪神ダルクは依存症から回復を目

指す仲間たちが集う小さな希望の

灯です。「一隅を照らす」をモットー

に私たちのベストを尽くし未だ苦し

む依存症者の居場所創り、回復

支援を行っています。 
 

このニューズレターは兵庫県の「令和 6年度 

依存症に関する自助グループ等活動支援

事業補助金」で作成しました。 
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初冬の折、皆さまにおかれましてはますますご繁栄のこととお慶

び申し上げます。日頃より、かえでの会阪神ダルクの活動にご理解、ご協力いただきありがとうござ
います。 
 

本来ならこの「GOOD DAY NEWS Vol.6」は 11月中に発行する予定でしたが、この間なかなか忙しく

遂に１２月に入ってしまいました。表紙は秋の季節に色づく楓にしたままです。秋は一瞬にして過ぎていきます

が、皆さまは紅葉を見にいかれたでしょうか？阪神ダルクのメンバーたちは先週、京都の東福寺に行ってきたよ

うです。私も京都に住んでいたころはよく行った場所です。楓の花言葉に「調和」、「美しい変化」、「大切な思

い出」とあります。阪神ダルクが依存症から回復を目指す上でそのような居場所であり続けたいという願いを込

めて「かえでの会」と命名しました。秋は特別な季節なのです。 

 

さて、この間阪神ダルクはもう１か所のグループホームを立花地区に開設いたしました。これで入所８名ま

での受け入れが可能となりました。不思議なもので開設してからすぐ入所の仲間が集うようになりもう今月中

には満床になります。 

 

そんな矢先に車が壊れました。年季は入っていましたが京都ダルクさんから寄贈していただき大変助かってお

りました。しかし遂には壊れ修理不能との事で途方に暮れかけました。そんな時、日頃よりお世話になっている

支援者さんが以前に「車が必要な時は言っておいで」と言ってくれた言葉を思い出し直ぐに連絡をしました。

「すぐに取りにおいで」との事でしたので新幹線に飛び乗り向かいました。また、人も増え車 1台では厳しくなっ

てきたことも考慮していただきもう 1台分のご寄付も頂きました。本当に助けられました！おかげさまで今日も

仲間を送迎することが出来ました。歩くことが困難な仲間を乗せて弁当を買いに行けました。明日も、新しい

入所者を裁判所まで迎えに行く事ができます。仲間たちと回復の道を歩むことができます。心より感謝いたしま

す。 

「ダルクの車が新しくなりま

した！」 

 一般社団法人かえでの会阪神ダルク 

代表理事 濱津 太一 
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今年もあと 2 か月。そろそろ 1 年を振り返ってみませんか？ 

その時にどんな良かったこと、どんな嬉しかったことがあったかを思い 出しながら、 

「2024 年のスリーグッドシングス」を選んでみてください。良い１年だったと思え 

ますように！  

 

 

ここ最近、「○○の居場所」というワードを聞いたり見たりすること が増えましたね。私はおよそ 1 年前から中高

生の居場所と言うところで週 1 回ボランティアスタッフに入っています。初めの頃は何を すればいいのかわからず、

ただ彼らが話したり自由に過ごす姿を見ているだけでした。今では時に突っ込んだり突っ込まれたりと「家」 にいる

感覚になりました。必要に応じてサポートメンバーの大学生 に勉強を教えてもらったりする中で次のステップを自

分自身で考え、 仲間と情報交換しあったりと成長していく姿勢が見られることが嬉 しいですね。その居場所から

の繋がりで今年の春から夜回りが始まりました。そこに集まる子どもたちは 界隈 と呼んでいる グリ 下の夜回りで

す。どんなことをすれば良いのかわからず私たちを先 導してくれる人の見よう見まねで思い切って声を掛けます。き

っか けがわからないので、かろうじて覚えているファッションの知識（？） を頼りにブランドのリュックを背負ってる女

の子に、「○○って白も あるの？」が初めの一言でした。私が年長者だからでしょうか？思い のほか（あくまでも思

いのほかです）警戒されることもなく他愛ない 会話ができました。月 2 回程度で継続すると、お姉さん、お母さ

ん、 最後は おばあちゃんで落ち着き彼・彼女たちのおばあちゃんになりました。line や X で繋がっている子には 

次は〇月〇日に行くよ と伝えて再会したりしました。ですが 8 月、豊中庄内で起こった暴 行事件で被害者と容

疑者がグリ下で知り合った、と報道されてから 界隈 の環境は変わりました。物騒になった、と言った子がいます。 

少し時間を置いて 9 月終わりに夜回りに行くと、ほとんどが初めて 見る顔でした。それから後 界隈 には行けてい

ません。繋がっている子にメッセージ送っても、その日は行かないとか、家にいる、と返 ってきます。どうやら新しい居

場所を見つけている子もいるようで すが。そしてグリ下の夜回り がきっかけでダルクに出会いました。 その活動内

容には頭が下がりますが、何かのきっかけでグリ下に集 まる子どもがダルクに出会うことがあるかもしれない！と感

じたと きに他人事ではなくなりました。同時に私の身の回りにも、過去の失 敗が現在の自分の生活に何かしら

影響していて持っている力を存分 に発揮できずにいる人がいるかもしれない、と気づきました。そして それはもしか

したら自分自身かもしれません。  

取り留めのないことを書いてみましたが、私にはいくつかのきっか けがありました。きっかけが新しい繋がりを創りそ

こからまた新しいきっかけに出会う。最近、なんか楽しいな！と思うことが多くなり ました。そうすると人生を楽しん

でいる人に出会うことが増えまし た。事の始まりは人でも、物事でも良いところを見つける！を意識するようになっ

たこと。5 年？6 年？経つとこんな人生になってまし た！しんどいことばっかりかもしれないけど、中には一つくらい

楽 しい（？）！かも。と思えることがある！！と信じたい 頑張ろう！としている人たちを温かく見守れる大人で

ありたいと思います。そしてそんな大人が身近なところに一人でも多くいて欲しいと願います。 
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     「居場所」って？                             

脳外科心理教育士・認知症資産相談士・クレヨンアートセラピスト   西川幸子 

神山 ヒデ子 

デリア・ジョヴァンニ神父 
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「こんにちは」阪神ダルクホーム 

世話人  MIYA     
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こんにちは、薬物依存症のミヤです。私
がダルクで薬物依存症の体験談を書くのは５回目に

なりますが、私は現在も強い心的外傷を抱えており、

「それが再燃してしまうのではないか・・・」と不安でいっ

ぱいです。勇気を出して書きたいと思います。 

私が 20代前半だった夏の夜、帰宅し玄関の扉を

開けると父が首を吊っていました。急いでハサミを探し、

ロープを切り救急車を呼んで父の救命をしようと試み

ましたが、父には生命反応がなく、死後硬直が始まっ

ていました。自宅に到着した救急隊員に「手遅れで

す」と言われた時、私も父の後を追って自殺しようと自

宅を飛び出そうとしました。その時、自宅に来ていた刑

事さんに止められ、慰めてもらったことを鮮明に覚えて

います。その事が 20年近く経過した今でも、「あの時

に死んでればよかったのに」と思うことがあります。 

  当時、私は安定した会社に勤務し家庭を持ってい

ましたが、自分勝手な理由で会社を辞め、家庭を顧

みることなく散財を繰り返す日々を送っていました。夫

婦で貯めた定期預金も解約し、あっという間に多重債

務に陥り、妻は実家に息子を連れて帰ってしまい、家

庭は崩壊してしまいました。その事がストレスになり父

が自殺をしてしまいました。私は責任を感じて自殺を

決意し、自宅にあったガスボンベを口にくわえて吸引し

ました。幸か不幸か、死ぬことはできずガスを吸うことに

快感を覚えてしまいました。その時の「たった一回」が私

の人生をどん底まで突き落とすとは思いもしませんでし

た。 

それから私の人生は破綻していく一方で、日を追

うごとにガスの吸引の頻度や量が増加し、「吸うため

に生き、生きるために吸うことの繰り返し」の状態に

なり、自己嫌悪に苛まれる日々が続きました。その

ような状況に陥ってもガスの吸引をやめることができ

ませんでした。そんな中、ガスを吸収して得られる快

感が、次第に恐ろしい幻覚・幻聴に変てっていきまし

た。ガスを吸収したい強い渇望と恐怖感で思考が

混乱状態に陥り、私は自分自身の限界を悟り、薬

物依存リハビリ施設「ダルク」への入寮を決意しまし

た。 

しかし、ダルクへ入寮したものの、ダルクの決まり事

や新しい環境での生活に馴染むことができず、数え

きれない程のトラブルを起こしダルク間で施設移動を

何回もしました。それでも私は自分の問題とは向き

合うことはせず、ダルクを飛び出しては、ガスを吸引し

て底をついて施設にもどることを繰り返していました。

その結果、精神病院に措置入院したり、その後、刑

務所に入所しても、翻意を促すことはせず、私は完

全に依存症からの回復を諦めており状況は深刻化

する一方でした。 

 その様な酷い状態の私に、ダルクや NAの仲間

は何度も受け入れてくれ、回復の手助けをしてくれ

ました。その時、「私には同じ境遇の仲間たちが必

要不可欠だ」と認めることができ、少しずつ心を開く

ことができるようになりました。ダルクの仲間たちは、

私の心に少しずつ希望の光をもたらしてくれました。

仲間たちは私と同じように、薬物依存症という問題

を抱えており、「自分だけが苦しんでいるわけではな

い」と気づき少しずつ心が軽くなっていきました。 

私にとって、ダルクでのリハビリのは厳しいものでし

たが、ダルクが提供してくれるプログラムや NA(ナルコ

ティクスアノニマス)でのグループミーティング等を通じ

て、毎日少しずつ自分を見つめ直すことができ、過

去の自分を受け入れ、経験を共有することで、共感

や支え合いの大切さを実感しました。 

現在は、ダルクで就労する機会を与えられ、その

役割が自分自身の回復と成長つながることを実感

でき、心の充実感を得ることができています。 

最後に、ダルクで得た経験や NAの仲間たちは、

私を支える大きな力となっています。今後も、同じよ

うな苦しみを抱える仲間たちと共に回復の道を歩み

続けて行きたいと思います。 
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「或る日の黙考」 

 

 
名前:半分ひきこもり 

阪神ダルクホーム世話人  佐々木 岳人 
 

 

“もしあなたが、私たちに提供できるものを欲しいと思い、それを手に

入れるための努力をする気持ちになったのなら、あなたはすでにいくつ

かのステップへの準備ができた。”（NAホワイトブックより） 

 

この引用文で「提供できるもの」は、ステッププログラムのことを指すと考えるのが一般的だと思う

が、少し掘り下げると別の「もの」が見えてくる。まず、ステップを欲しいと思うとなると不自然な文

脈です。ステップを手に入れるとも言わない。ステップを欲しいと思ったらステップへの準備ができた

なんて意味のない言い回しです。自分なりに考えて書き直すと、“先行く仲間がステップワークを

通じて手に入れた「もの」を、新しく繋がった仲間が欲しいと思い努力する気持ちになったなら、回

復（成長）手順への道が整った。”となる。そして、ここで言う「もの」とは、家や車のような物質

的なことではなく、地位や名誉といった世俗的なことではないことはミーティングに通ううちに理解で

きる。私たちが手に入れた「もの」とは、物質的な資産ではなく精神的な資質であり、先行く仲間

の精神的な長所を見習いたいと思ったら回復（精神的に大人になること）への道が整うというよ

うに解釈すればステップ全体との整合性が取れます。 

もう少し具体的に言うと、自分の思い通りにならない、例えば相手の反応が気に入らない程

度のことで駄々をこねて「ダルクなんか出ていく～」なんて言う行為は、自分勝手で身勝手で子

供じみた行為です。そういった局面を自分が信頼できる仲間をヒントに、自分なりに黙想して得ら

れた答えを決意に変えて即座に行動に移す、例えば、許すことや辛抱強さで乗り切ることが精神

的に大人になることであり道徳的進歩ではないでしょうか。 

仲間の中で見習いたい人が見つからなければ目を外に向ければいい。大谷翔平は、子供の

頃からメジャーリーグを目指す高い目標があり、実現できると信じていた。松井秀喜やダルビッシュ

有をリスペクトしていた。中学時代は少年野球、高校時代は甲子園と、その時その時で一里塚

を設定し毎日毎日努力した。監督など周囲の人を信頼していた。人の意見に耳を傾けた。謙虚

さを兼ね備えた確乎不抜の精神と不断の努力は、サボりや怠け傲慢といった性格上の欠点を完

全に消し去るでしょう。そして、誰からも信頼されるし努力の結果は後からついてきた。私たちも同

じです。性格上の欠点をすべて取り除くという高い目標と尊敬できる人、日々の不断の努力が

大切です。そして、「努力」という新しい生き方のメッセージを運ぼうと思ったら、自分自身が努力

をする必要がある。ミーティングに通うだけの半分ひきこもりが語る「やる気」なんて薄っぺらい。半

分引きこもりに「心を開け」と言われても心に響かない。自分を大きく見せたがる不正直者が語る

「正直さ」なんて吐き気がする。そんな偽善者、反面教師になるか、日々の努力で信頼される人

になるか。どちらの道を歩むかは、その人本人の自由選択で結果責任を負うのも自分。 

まあ、他人はともかく、とりあえず目標になる人を身近に見つけような。 
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※顔写真掲載は本人の 

許可を取っています 

「再出発」 

 

キング  

 スリップし、留置場に出たり入ったりしていましたが、いつも今の施設長が面会に来てくれました。 

 今回は意を決して入寮しました。二度目の入寮です。かなりの覚悟がいりました。それは決意でした。でも入寮し

て良かったと思います。 

 薬物から離脱して仲間と一緒にいること、３か月間一人行動や携帯電話が持てませんが、それも回復していく一

理だと理解しています。締りはあまりありませんが、以前いた中間施設の仲間がサポートしてくれるし、気心もしてくれ

ていますし、やりやすいです。内妻とは会えない生活ですが、いつかまた、お酒と薬物をやめて一緒に住める日を目

指しています。 

 職業は建築ではなく、体もだいぶ弱まっていますので、ダルクのスタッフを目指して日々過ごしていこうと思っていま

す。それが私の運命だと思っています。 

現場の生活は本間にしんどいです。この３、４年間思うがままに生活してきたので、自由のない生活というのは辛い

ことですが、自分から飛び込んだので、一生をかけてクリーンを続けたいし、オールドタイマーになりたいと思っていま

す。 

今までの知人は、すべてなくなりましたが、僕には中間施設の仲間、NAの仲間、自分を大切に思っている仲間

と共に残りの人生を過ごして、生きていきたいと思っています。 

 

また、仲間のおかげで B型作業所も決まりました。「捨てる神あれば、拾う神あり」です。実感しています。正直言う

と肝臓がよろしくないので、携帯電話が戻ってきたら京都の仲間にスポンサーシップを頼むつもりです。残されたわず

かな時間を「今日だけ」で生きたいと思います。 

 今の施設に受け入れてくれた仲間、本当にありがとうございます。これからもわがままを言うけど、よろしくお願いしま

す。特にグループホーム長、よろしくお願いします。 

 

僕は４年前に中間施

設が嫌になり、１年のバ

ースデーの前日に飛び出

しました。それからというも

の、ひどい生活でした。 
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電話相談 来所による面談 メール相談 

相談の内容に関しての秘密は厳守します 

 

逮捕・勾留中の方々への支援 

刑務所・拘置所・留置所への面会、手紙などによる逮捕者及び保釈中

の方への裁判での情状証人出廷や、刑務所出所者への薬物からの回

復を希望する方の引受人としての指導対応や、出所前面談など、他機

関と連携しながら対応しています。また、資料請求などもご連絡いただけ

れば対応いたします。 

☀月曜〜土曜 10：00〜17：00 

📞 06-7410-4057 

メールは２４時間いつでも OK。           

📩  hanshin.darc@gmail.com 

 

  
阪神ダルク広報誌                    

「阪神ダルク GOOD DAY NEWS」  

年間購読のお願い 

 この広報誌「阪神ダルク GOOD DAY NEWS」の年間購読のお願い

です。障害者低料第三種郵便物の取得が遅れており、皆様を

お待たせしてしまいましたが、漸く第三種郵便の取得ができまし

た。年間購読費は年６回発行で 3000円になります。お申し込

みは FAX、電話、メール、または同封の振込用紙にてお願いいた

します。お申し込みの際は「住所・氏名・電話番号」を必ず明記く

ださい。 

 配布用に、当ニューズレターを置いていただける場合はご連

絡ください。たくさんの方に読んでいただけるように希望数を郵

送いたします。助けが必要な時、手を伸ばせばいつでも回復

の希望が届くようぜひ、まだ苦しむ依存症者の助けとなるよう

にご協力ください。 

支援会員のお願い 

阪神ダルクでは、支援会員として、活動を支えてくれる方を募集

しています。 

兵庫県の薬物依存症者を助ける活動をご支援ください。 

個人会員は１口 3000円（ニューズレター定期購読料を含

む）からになります。刑務所内の方々との文通による支援のため

の切手代などに使わせていただきます。 

ご連絡をお待ちしています。 

領収書希望の方は一言ご記載ください 

阪神ダルク  

TEL／FAX: 06-7410-4057                                   

e-mail: hanshin.darc@gmail.com 
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「ダルクメッセージミーティング＆家族相談室 in 

姫路」のお知らせです！ 

薬物、アルコール、ギャンブル等の依存症でお困り

の当事者様対象の出張ダルクメッセージミーティン

グです。ご家族様は個別相談で対応いたします。

どちらも秘密厳守いたします。解決の糸口を見つけ

るためにほんの少しの勇気を出して参加してみませ

んか？ 

ご予約は不要ですが先ずはお気軽にご連絡くださ

い。直接会場にお越しいただいてもかまいません。 

★毎月 第１土曜日 （先ずは令和７年３月ま

での予定です）１３：００～１４：３０    

★会場 姫路市総合福祉会館 

尼崎依存症家族相談室のお知らせです！ 

今年度も昨年に引き続き、兵庫県尼崎市で依存

症家族相談室を開催することといたしました。阪神

地域の依存症問題でお困りのご家族の方対象で

す。先ずは抱えられている問題の話せる範囲の近

況報告からご家族向け依存症回復支援テキスト

などを使いながら安心安全な雰囲気で連続的に

行っていく予定です。個別面談も可能な限りご対

応させていただきいます。予約不要ですが参加予

定の方はご連絡いただけると助かります。直接会

場へお越しいただいてもかまいません。秘密厳守い

たします。 

★毎月第３土曜日※12月は会場都合によりお

休みです（先ずは令和７年３月までの予定で

す）１３時３０分より２時間程度  

★会場サンシビック尼崎                  



 

 

8  

  

 
                                                                                                                                                                          

阪神ダルクへのご献金・ご献品のご支援、心から感謝いたします。 

פּ אלשּ Ṅ נּ קּ בֿפּףּ ḭ ḭ

כֿ צּ קּ ךּ ︣Ḯ ךּ ︡ ︣Ḯֿכ פּ שּפּ שּ  Ḯךּאל

פֿ  

ךּאל︢טּ                  

       

  ễ  

ךּ קּ ︣Ḯ ךּ ︡ ︣Ḯ 

פֿ  

   ṇ                           

ễ                                                                                                   

ṕ Ỉ Ị Ễỉ Ṍ Ỉ ểỄ Ệ  ḱ  Ṗ 

 ☆かえでの会阪神ダルクの活動をお支えください☆ 

ご寄付やご献品のお願い 

阪神ダルク開設して２年目に入りました。開設したばかりで非常に苦しい状況であります。非常に心苦しいのですが、ご寄

付及び、ご家庭で余っている日用品の献品をお待ちしています。 本当に厳しい状況で、皆様からご支援でなんとか成り立

っており、依存症者の回復の灯が消えないようにしたいと考えていますので、何卒ご支援のほどよろしくお願いします。 ご家

庭で余っている食料品（米、野菜、乾物、味噌、醤油など）から、洗濯洗剤やシャンプー、石鹸などがございましたら、阪

神ダルクまでご献品ください。 また、尼崎市において立ち上がったばかりで、仲間のサポート、相談業務に明け暮れる日々

の中、運営資金も非常に苦しい状況です。みなさま、本当にお助けてください。よろしくお願いいたします。                                                                          

ẑ ẑ  

ご寄付振込先口座  ゆうちょ銀行                                               
口座番号 ００９６０−６−２１３６６５                                                   

口座名 シヤ） カエデノカイ                                                          
店番 〇九九 店（０９９）口座番号 0213665 

もしくは 

ＧＭＯあおぞらネット銀行（金融機関コード：0310） 
支店名：法人第二営業部（支店コード：102） 

普通口座：1311090 
名 義: 一般社団法人かえでの会 

献品の送り先住所                                                          
660-0858 兵庫県尼崎市築地５丁目７－１３                                       

一般社団法人 かえでの会 阪神ダルク 

【編集後記】  

11月に入ってから、ご支援者様の娘さんに個人的

に外国語を教えることになりました。 

無論、無償です。ご支援者様にずっとお世話になり

っぱなしで、今まで何回も助けられました。ちゃんとし

た勉強になっているか分かりませんが、このような形

でも少しでも恩返しできるように頑張りたいと思って

います。             スタッフ K.H  

阪神ダルク ニューズレター  阪神ダルク GOOD DAY NEWS Vol.６ 

編集人 一般社団法人 かえでの会 濱津 太一 

印刷 プリントパック 

〒660-0858 兵庫県尼崎市築地５丁目７－１３ 

TEL ／FAX：06-7410-4057  

e-mail ：hanshin.darc@gmail.com 

URL：https://kaedenokai.org/ 

価格 １部 100円 年会費 3000円 

（購読料は年会費に入ります） 

発行人 関西障害者定期刊行物協会 

〒543-0015 大阪市天王寺区真田山町 2-2 東興ビル４階 
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